
照会相談業務における 3.5GHz 帯周波数の共用検討の開始 

 12 月 1 日から、当会は、照会相談業務の一環として、携帯電話基地局と衛星地

球局間の 3.5GHz 帯周波数の共用検討（混信計算）を行うことになりました。 

 本業務は、総務省の電波政策 2020 懇談会において、従来の免許人相互の個別の

事前調整に替えて、第三者機関による共用可能性の確認が有効との提言を踏まえ

て実施するものです。 

 

 

出典：総務省「3.4～3.6GHz帯における周波数の有効利用のための技術検討に関する調査検討報告書」 

及び同報告書を参考に ARIBにおいて作成 
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問合せ先：利用促進部 土肥、山口 

TEL:03-5510-8591 

Email：3p-kyoyo @arib.or.jp 


